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評価の観点（年長） 評価の観点（年中） 

○友達と協力して活動し、遠足ごっこを楽しんでいるか。 

○ペアの年中児にやさしく教えたり、かかわったりすることができているか。 

○自分の思いやイメージを表現しながら、遠足ごっこを楽しんでいるか。 

○ペアの年長児と一緒に、ルールを守りながら活動を進めていたか。 

・片付けは、遊戯室や玄関の用具置きコーナーの端に寄せてまとめる。 

※○コーナーの数が多く遊びの場が広がる為、危険の無いよう細心の注意を払うとともに、教師間での連絡を取り進めていく。 

 ○担任、補助員は、担当のコーナーを中心に見守り援助していき、保育ボランティアの保護者の方にも見守ってもらう。 

プール 

 

たぬきのめいろ   

・暗やみの道やトンネルをペ
アで進んでいく。 

・途中のポイントで名前を言
うとトンネルを通ること
ができる。 

・安全に楽しめるように、一
度に大勢が入ってしまわ
ないよう十分に配慮する。 

 
 
 
 

 

音あわせクイズ 

たぬきのしっぽリレー 

おいものカヌー 

ガリバーの足あと 

交番 

ばら               ゆり               うさぎ                   職員室 

〈遊戯室〉 ・ヘルメットをして、川を進む。 
・乗降りするときに、安全にでき
るよう、十分に配慮する。 

・カヌーを引っ張る力の下限に注
意できるよう声をかけていく。 

・途中で、ワニが口を開ける等し、
スリリングな雰囲気が味わえ
るようにする 

バスごっこ 

・ガリバーの足の上を落ちないように歩く。途中のポイントでジャ
ンケンをし、勝つと、はしごをもらうことができる。 
・「がんばってね。」「やったね。」等、友達の姿を認めている姿を受
け止めていく。 

草むらジャンプ 

・２種類の高さのハードルを三つずつ用意してハードルをジャンプして楽しむ。 

・「どちらか好きな高さを選んでください。」等、言葉のやり取りを楽しめるようにする。 

 

どんぐりばくだんころがし 

・マシーンを使って、どんぐりを飛ばし高得点を狙う。一人、三回できる。 
・「一人３回です。」「１００点です！」等、言葉のやり取りが楽しめるようにする。 
・やり方のわからない友達に、教えてあげたり、優しく声をかけている姿を認め
ていく。 

・音だけで、同じ木の実の入っているカップを選び、なんの木の実かを
あてる。 

・あたったときは、ベルを鳴らして、喜びを分かち合う。 

・たぬきのお面と長いし
っぽをつけてコース
を走る。しっぽは地面
に着かないようにす
る。 

・ストップウォッチで時
間を計ることで、友達
と競い合いながら楽
しめるようにする。 

りんごリレー 

・箱の中にある

指令所を一枚

引き、指令さ

れた個数のリ

ンゴを運び、

りんごの木を

回る。 

・ルールや遊び

方が分からな

い友達に教え

てあげている

姿を認めてい

く。 

 

キャタピラ 

・キャタピラの
中にペアで
入り、線と線
の間を往復
する。 

・折り返し地点
では係の幼
児が声をか
けるなどし
て、安全に十
分配慮する。 

なべなべそこぬけ 

・友達と手を繋いで輪になったり、フラフープを使ったりし

て、歌を歌いながら楽しむ。「抜けられたね」などと声を

かけ合いながら幼児同士のかかわりを楽しめるようにす

る。 

・４人乗りバスに乗り、コースを走る。

途中に交番があり、警察官が信号を

出し、「免許証見せてください」と

声をかける。運転手は警察官に免許

証を見せてバス停で次の友達と代

わる。 

・なりきって遊ぶことや幼児同士のや

りとりを楽しめるようにする。 

 

どんぐりころがし 

・たぬきのめいろをゴールしたら
どんぐりころがしで遊ぶことが
できる。 

・「こっちは行き止まりだよ」「そ
っちを持ち上げて」など、ペア
の友達と協力して楽しめるよう
にする。 

・時間内にすべてのコーナーを回りきる
事は難しいと思われるので、回り切れ
ない分は翌日回ることを伝え楽しく活
動できるようにする。 

・一人一人、カードを持ち、回ったコー
ナーでシールを張ってもらう。 


